
津山市長　 殿

集 落 協 定 名 鶴山集落協定

  　  集落協定代表者       鶴山　一郎

(1)　配分総額 交付金額 221,929円

総　　　　額

①個人配分分 95,830 面積・単価で按分

②共同取組活動分 126,099 面積・単価で按分

③利子分 7

収　入　計 221,936

(2)　共同取組活動支出額

支出項目 支出額 備　　　　　　考

①担当者活動報酬 20,000 役員報酬

②多面的機能等活動経費 2,800 コピー代、お茶代等

③水路・農道維持管理費 66,000 出役費

④農用地維持管理費 37,314 資材費

⑤その他（　　　      ）

支　出　計 126,114

残（積立）額 ▲ 8

令和6年1月5日

令和５年中山間地域等直接支払交付金収支報告書

１　交付金に係る配分額及び共同取組活動の支出額

配分の根拠（「面積・単価で按
分」or「参加者人数での等分」を
記入してください。

令和5年2月3日または
令和5年2月24日に津山市
から交付した交付額を記入

総計は、協定参加者別所

得細目表の共同取組活

動支出額集落合計と合う

ようにしてください。

利子は令和5
年2月分と8月
分の合計額を
記入してくださ

利子等により令
和4年度実績報
告の残高とは
違ってきます。

【コンピュータ入力の場合】
様式中すべてのページの黄色色付部
分は、数式が設定してあり、自動計算
するようにしてあります。

数式を削除すると自動計算しなくなりま
すので、ご注意ください。



令　和　５ 年　分　役　員　報　酬　及　び　出　役　手　当

令和4年4月9日 令和4年5月7日 令和4年6月4日 令和4年9月10日 令和4年10月8日 　　年　月　日 　　年　月　日 　　年　月　日 　　年　月　日

畦畔の草刈り 鳥獣害防護柵設置 周辺林地下草刈り 農道・水路の草刈り 周辺林地下草刈り

支払日 3/28 支払日　　　3/28 支払日　　　3/28 支払日　　　3/28 支払日　　　3/28 支払日　　　3/28 支払日　　　/ 支払日　　　/ 支払日　　　/ 支払日　　　/

役職 金額（円） 金額 金額 金額 金額 金額 金額 金額 金額 金額

鶴山一郎 代表者 5,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 20,000 

鶴山二郎 書記 5,000 3,000 3,000 3,000 14,000 

鶴山花子 会計 5,000 3,000 3,000 3,000 14,000 

津山太郎 法面担当 5,000 3,000 3,000 3,000 14,000 

津山四郎 3,000 3,000 6,000 

津山三郎 3,000 3,000 3,000 9,000 

津山次郎 3,000 3,000 3,000 9,000 

計 20,000 18,000 12,000 12,000 12,000 12,000 86,000 

氏　　　　名

役　員　報　酬

合計
備考

令和5年3月にご提出いただいた、令和4年度実績報告の「役員報酬及び出役手

当」の様式の個人配分部分以外の部分を記入してください。

A4サイズでの提出も可です。



個人配分分

協定参加者名 収入額① 収入額② 支出額③ 収入額①＋② 支出額　③

鶴山一郎 15,655 20,601 20,601 36,256 20,601 

鶴山二郎 19,966 26,274 26,276 46,240 26,276 

鶴山花子 7,097 9,339 9,340 16,436 9,340 

津山太郎 27,412 36,072 36,075 63,484 36,075 

津山四郎 25,700 33,820 33,822 59,520 33,822 

津山三郎

津山次郎

合　　　計 95,830 126,106 126,114 221,936 126,114 

交付金総額 221,936円

　令和６年　１月　　日

２　協定参加者別細目

共同取組活動分 合　　　　計

令和５年中山間地域等直接支払交付金収支証明書

　　　　津山市長　谷口　圭三

　令和５年２月　日に交付した直接支払交付金について、上記のとおり配分及び支出
したことを証明する。

交付対象農用地を
持たない農業者・
非農業者の名前も
ご記入ください。

令和4年度交付金(令和5年

2月3日または2月24日交付

分）で、個人配分した金額を

ご記入ください。

収入額・支出額共に、各集落の分配方法
(人数による均等割・面積按分等)に応じて
振り分けてください。)
【パソコン入力の場合】
実績書個人配分の個人配分額を入力す
ると、自動計算をします。ただし、面積按
分で支払をした場合ですので、人数割や
個人配分が０で計算をする場合について
は、直接入力をしてください。

日付を記入しないでください。

（交付金合計額＋利子）－個人配分合
計額で計算した額です。

津山市から令和4年度交付を受けた日を記入してください。

(令和5年2月3日または2月24日）



① ② ③ ④ ⑦ ⑧ ⑨

役  員  手  当 収  入  計 共 同 取 組 活 差  引  計 減価償却費 必 要 経 費

出 役 賃 金 等 （①+②） 動 分 支 出 額 （④-⑤-⑥） （⑦+⑧） ③-⑨

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

221,936 86,000 307,936 126,114 126,114 126,114 181,822

1 鶴山一郎 36,256 20,000 56,256 20,601 20,601 20,601 35,655

2 鶴山二郎 46,240 14,000 60,240 26,276 26,276 26,276 33,964

3 鶴山花子 16,436 14,000 30,436 9,340 9,340 9,340 21,096

4 津山太郎 63,484 14,000 77,484 36,075 36,075 36,075 41,409

5 津山四郎 59,520 6,000 65,520 33,822 33,822 33,822 31,698

6 津山三郎 9,000 9,000 9,000

7 津山次郎 9,000 9,000 9,000
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(注)　１「①交付金」欄は、報告書の「２　協定参加者別明細」の「合計の収入額」欄から移記します。

(注)　２「②役員手当・出役賃金等」欄は、報告書の「役員報酬及び出役手当一覧表」の計の欄から移記します。

(注)　３「④共同取組活動分支出額」欄は、報告書の「２　協定参加者別細目」の「合計の支出額」欄から移記します。

(注)　４「⑧減価償却費」欄は、裏面の「減価償却費の計算」で計算したものを移記します。

協定参加者別所得細目表（各人別内訳）

収　　　入 支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出

№ 氏　　名
所 得 金 額

交  付  金
⑤　④のうち必要
経費に該当しない
支出額  

⑥  ④のうち減価
償却資産の取得金
額  

集　落　合　計

「２協定参加者別明細」の「合計収
入額」欄の内容を記入下さい。

「役員報酬及び出役手当
一覧表」の計の内容を記
入してください。

「２　協定参加者別明細」の「合
計の支出額」の内容を記入して
ください。

「③収入計」-「⑨必要経費」の額を記載ください。
【コンピュータ入力の場合】
集落合計の横計算の額と所得金額（各個人額の足し上げ）の縦計算の額が一致していれば、確認欄にOK、不一致
ならNGがでるようになっています。NGの場合、端数分を直接入力で合わせてください。

【コンピュータ入力の場合】
参加者人数割や個人負担分０の場合は、直接入力を
してください。



令和5年分　中山間地域等直接支払交付金に係る所得計算表

① ② ③ ④ ⑦ ⑧ ⑨

役  員  手  当 収  入  計 共 同 取 組 活 差  引  計 減価償却費 必 要 経 費

出 役 賃 金 等 （①+②） 動 分 支 出 額 （④-⑤-⑥） （⑦+⑧） ③-⑨

鶴山一郎 36,256 20,000 56,256 20,601 20,601 20,601 35,655 

鶴山二郎 46,240 14,000 60,240 26,276 26,276 26,276 33,964 

鶴山花子 16,436 14,000 30,436 9,340 9,340 9,340 21,096 

津山太郎 63,484 14,000 77,484 36,075 36,075 36,075 41,409 

津山四郎 59,520 6,000 65,520 33,822 33,822 33,822 31,698 

津山三郎 9,000 9,000 9,000 

津山次郎 9,000 9,000 9,000 

鶴山集落協定

収　　　入 支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出

氏　　名
所 得 金 額

交  付  金
⑤　④のうち必要
経費に該当しない
支出額  

⑥  ④のうち減価
償却資産の取得金
額  

 【コンピュータ入力の場合のみ】

所得細目表のデータがこちらに反映し、個人に配布する所得計算表が作成
できます。
ただし、人数が３１人を超える場合には、枠を増やしてください。
※人数が少ない場合には、入力したページ分だけ印刷してください。

※枠を増やした場合には、最後のページまでうまく書式が反映しているか印
刷プレビューで確認してから印刷してください。



令和5年分　中山間地域等直接支払交付金に係る所得計算表

① ② ③ ④ ⑦ ⑧ ⑨

役  員  手  当 収  入  計 共 同 取 組 活 差  引  計 減価償却費 必 要 経 費

出 役 賃 金 等 （①+②） 動 分 支 出 額 （④-⑤-⑥） （⑦+⑧） ③-⑨

鶴山一郎 36,256 20,000 56,256 20,601 20,601 20,601 35,655 

鶴山集落協定

収　　　入 支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出

氏　　名
所 得 金 額

交  付  金
⑤　④のうち必要
経費に該当しない
支出額  

⑥  ④のうち減価
償却資産の取得金
額  

パソコンで印刷するとこのように一人ずつ印刷されます。

（注）この計算表は、確定申告の参考資料としてください。


